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１．調査目的 

本市では、地球温暖化対策のため「第３次瑞浪市地球温暖化対策実行計画」を定め、平成

３５年度末までに、公共施設からの二酸化炭素排出量を、平成２５年度比で１０％削減する

ことを目標にしています。 

本調査は、目標達成に向け、公共施設からの二酸化炭素排出量を把握することを目的とし

ています。 

 

２．調査対象および調査項目 

 ５４施設（表１参照）を対象に、電気、ＬＰガス、オートガス、灯油、Ａ重油、ガソリン、

軽油の使用量を調査し、二酸化炭素排出量を算出しました。 

※稲津中学校と陶中学校が統合され、瑞浪南中学校となった。 

表１．調査対象施設一覧 

施設名 

本庁舎 日吉南部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 土岐小学校 化石博物館 

西分庁舎 大湫クリーンセンター 陶小学校 市之瀬記念美術館 

保健センター 衛生センター 稲津小学校 地球回廊 

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 総合消防防災センター 明世小学校 陶磁資料館 

釜戸ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 消防署陶分署 日吉小学校 市民体育館 

大湫ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ みどり幼児園 釜戸小学校 市民野球場 

稲津ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 一色幼児園 瑞浪中学校 樽の上野球場 

陶ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ※1 瑞浪幼児園 瑞浪南中学校 市民競技場 

可燃物焼却施設 稲津幼児園 瑞陵中学校 市民テニスコート 

不燃物最終処分場 陶幼児園 日吉中学校 狭間テニスコート 

浄化センター 桔梗幼児園 釜戸中学校 窯業技術研究所 

小田汚水中継ポンプ場 竜吟幼児園 学校給食センター 稲津地域子育て支援ｾﾝﾀｰ 

土岐汚水中継ポンプ場 日吉幼児園 総合文化センター※2  

月吉クリーンセンター 瑞浪小学校 社会教育事務所  

※１ 陶コミュニティーセンターは、どんぐり工房使用分を除く。 

※２ 総合文化センターは、市民図書館を含む。 

 

３．調査期間 

 平成２９年４月～平成３０年３月 
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４．二酸化炭素排出量の算出方法 

（１）燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量の算出方法 

 

  [二酸化炭素排出量] ＝ [使用量] × [二酸化炭素排出係数] 

 

表２．エネルギー等の使用に伴う二酸化炭素排出係数 

項 目 係 数 

電気（中部電力㈱） ０．４８０ kg-CO2/kWh 

電気（㈱エネット メニューＣ） ０．４４１ kg-CO2/kWh 

電気（丸紅新電力㈱） ０．４８５ kg-CO2/kWh 

ＬＰガス※1 ３．００ kg-CO2/kg 

オートガス※2 ３．００ kg-CO2/kg 

灯  油 ２．４９ kg-CO2/l 

Ａ 重 油 ２．７１ kg-CO2/l 

ガソリン ２．３２ kg-CO2/l 

軽  油 ２．５８ kg-CO2/l 

※１ 使用量の単位は㎥となるため、２．１８３を乗じることで単位を kg に換算し、算出する。 

※２ ごみ収集車に用いる自動車用ＬＰガス燃料（[成分] プロパン：ブタン＝２０：８０）。使用量の単位はℓとなるため、

０．５６９６を乗じることで単位を kg に換算し、算出する。 

  （参考１）「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」環境省 

  （参考２）「電気事業者別排出係数一覧 平成３０年提出用」環境省 

  （参考３）「プロパン、ブタン、ＬＰガスのＣＯ２排出原単位に係るガイドライン」日本ＬＰガス協会 

 

（２）一般廃棄物（プラスチック）の焼却に伴う二酸化炭素排出量の算出方法 

 

  [二酸化炭素排出量] ＝ [一般廃棄物焼却量] × [可燃割合] × [プラスチック割合] × [二酸化炭素排出係数] 

（2.77 tCO2/t） 

 

※ 可燃割合、プラスチック割合は、過去３年間の平均値。 

※ 光合成由来の CO2（木質ペレット、紙等を燃やして発生するもの）に関しては、空気中の CO2 が循環したとして算出しな

いものとする。 
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５．燃料等使用量と二酸化炭素排出量 

（１）燃料等使用量 

平成２９年度の公共施設における燃料等使用量は、表３のとおりでした。燃料等の種別の

使用量を平成２５年度と比べると、電気＋０．１％、ＬＰガス△１６．８％、オートガス△

１１．９％、灯油＋３．０％、Ａ重油＋１５．４％、ガソリン△１０．８％、軽油△２．７％

でした。 

表３．公共施設における燃料等の使用量 

月 
電気 ＬＰガス オートガス 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油 

( kwh ) ( ｋｇ ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) ( ℓ ) 

4 1,037,547  45,544  185  3,414  24,250  3,838  2,775 

5 877,735  23,707  300  618  15,160  4,474  2,254 

6 955,547  30,773  339  2,538  21,080  4,665  2,956 

7 1,024,051  34,427  284  6,632  18,680  5,032  3,172 

8 881,727  23,164  187  9,183  13,390  5,254  3,015 

9 1,054,419  40,664  244  5,629  20,950  4,760  2,991 

10 900,114  26,038  260  988  21,960  4,563  2,625 

11 905,867  21,789  279  5,934  14,520  4,698  2,518 

12 1,041,171  44,430  307  11,417  30,660  4,324  3,181 

1 1,035,762  38,159  310  11,691  22,570  3,976  2,356 

2 1,087,676  61,066  294  12,406  22,160  4,343  2,582 

3 827,327  26,743  255  6,964  21,980  3,913  2,654 

H29 計 11,628,943  416,507  3,243  77,414  247,360  53,840  33,078 

H25 計 11,621,388 500,433 3,681 75,192 214,366 60,373 33,991 

Ｈ25－Ｈ29 7,555 △83,926 △ 438 2,222 32,994 △ 6,533 △ 913 

※従前、ＬＰガスの単位は㎥であったが、二酸化炭素排出係数の単位に合わせるために、ｋｇに変更した。 

 

 

 

kWh 

 

kg・ℓ 

 

グラフ１．燃料等使用量 
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（２）燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量 

  平成２９年度の公共施設における燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量は、表４のとおり

でした。燃料等の種別の二酸化炭素排出割合は、電気７０．３％、ＬＰガス１６．０％、

オートガス０．１％、灯油２．５％、Ａ重油８．６％、ガソリン１．６％、軽油１．１％

でした。 

 

表４．燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量                        （t-CO2） 

月 電気 ＬＰガス オートガス 灯油 Ａ重油 ガソリン 軽油 

4 491.2  136.7  0.3  8.5  65.7  8.9  7.2  

5 416.8  71.1  0.5  1.5  41.1  10.4  5.8  

6 453.0  92.3  0.6  6.3  57.1  10.8  7.6  

7 483.5  103.3  0.5  16.5  50.6  11.7  8.2  

8 416.3  69.5  0.3  22.9  36.3  12.2  7.8  

9 500.9  122.0  0.4  14.0  56.8  11.0  7.7  

10 427.1  78.1  0.4  2.5  59.5  10.6  6.8  

11 428.9  65.3  0.5  14.8  39.3  10.9  6.5  

12 492.4  133.2  0.5  28.4  83.1  10.0  8.2  

1 488.5  114.5  0.5  29.1  61.2  9.2  6.1  

2 514.8  183.2  0.5  30.9  60.1  10.1  6.7  

3 390.8  80.2  0.4  17.3  59.6  9.1  6.8  

H29 計 5,504.2  1,249.4  5.4  192.7  670.4  124.9  85.4  

H25 計 6,019.9 1,501.3 28.8 187.2 580.9 140.1 87.7 

Ｈ25－Ｈ29 △ 515.7 △ 251.9 △ 23.4 5.5 89.5 △ 15.2 △ 2.3 

※電気については、電気事業者別の使用量にそれぞれの二酸化炭素排出係数を乗じて算出している。 

※平成２５年度の電気の使用に伴う二酸化炭素排出量が比較的多いのは、平成２５年度の電気使用に伴う二酸化

炭素排出係数（０．５１８）が平成２９年度と比べ大きかったためである。 

 

 

 

グラフ２．燃料等の種別の二酸化炭素排出割合 
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６．一般廃棄物焼却に伴う二酸化炭素排出量 

 本市にて、平成２９年度に主に一般家庭から回収された一般廃棄物処理状況は、表５のと

おりで、一般廃棄物に含まれるプラスチックの焼却に伴う二酸化炭素排出量は５，３５０

t-CO2 でした。平成２５年度に比べると廃棄物焼却量は△７．５％でした。 

表５．瑞浪市の一般廃棄物処理状況        ※焼却に使用した燃料由来の二酸化炭素は含みません。 

 Ｈ25 年度 Ｈ29 年度 

廃棄物焼却量 (t) 10,696 9,889 

過去３年間の可燃割合 (%) 50.4 52.5 

過去３年間のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ割合 (%) 30.0 37.2 

CO2 排出量 (t-CO2) 4,350 5,350 

H25-Ｈ29 廃棄物焼却量 (t)  △807 

H25-Ｈ29CO2 排出量 (t-CO2)  1,000 

 

７．二酸化炭素排出量の削減状況 

公共施設における二酸化炭素排出量の削減状況は、表６のとおりでした。平成２５年度に

比べ、燃料等使用に伴う二酸化炭素排出量が８．３％減少、一般廃棄物の焼却に伴う二酸化

炭素排出量が２３．０％増加し、全体では２．２％増加しました。排出量が増加してしまい

ましたので、今後は、より一層二酸化炭素排出量削減に努めていきます。 

減少した電気、ＬＰガス、ガソリン、軽油を平成２５年度と比べると、それぞれ△８．６％、

△１８．０％、△１０．８％、△２．６％となっています。これは全庁的に省エネを推進し

ており、平成２３年度から瑞浪市節電・省エネ・新エネ推進会議を設置し、照明の削減、エ

アコンの適正使用（夏場２８℃・冬場１９℃設定）など各種対策を行ったことが要因と考え

られます。 

一方で、一般廃棄物焼却量は減少したものの、一般廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量

が増加した要因としては、可燃ごみに含まれる可燃割合、プラスチック割合が、それぞれ平

成２３～２５年度の平均５０．４％、３０．０％から、平成２７～２９年度の平均５２．５％、

３７．２％に高まったことが考えられます。 

表６．公共施設における二酸化炭素排出量の削減状況 

 H25 年度 (t-CO2) H29 年度 (t-CO2) H25 比増減（％）  Ｈ35 目標値(t-CO2) 

燃料等の使用 8,546 7,832 △8.3  7,690 

 電 気 6,020 5,504 △8.6  5,418 

 LP ｶﾞｽ   1,530 1,255 △18.0  1,377 

 灯 油 187 193 2.9  168 

 A 重油 581 670 15.4  522 

 ｶﾞｿﾘﾝ 140 125 △10.8  126 

 軽 油 88 85 △2.6  79 

一般廃棄物の焼却 4,350 5,350 23.0  3,915 

計 12,896 13,182 2.2  11,605 
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８．今後の取り組み 

 「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（通称：省エネ法）が改正され、平成２２年４

月１日から全面施行されました。これにより、瑞浪市では、電気、ガス、灯油、Ａ重油など

のエネルギーを起源とするエネルギー消費原単位を、年平均１％以上低減するよう努めなけ

ればなりません。 

平成２９年度は、二酸化炭素排出量の削減目標に対して、１３．６％増となっています。

今後は、排出量削減目標を達成するために、より一層こまめな消灯やエレベーターの使用抑

制などの省エネの推進、自動車の急加速の抑制やアイドリング・ストップなどエコドライブ

の推進等に取り組んでいきます。また、「クールアースデイ：七夕ライトダウン」等の地球温

暖化対策事業にも積極的に参加し、二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいきます。 

また、増加した一般廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量については、ごみ、特に増加傾

向にあるプラスチック類の焼却量削減のため、広報等を利用したごみ減量の啓発活動や、資

源ごみの分別徹底などの取り組みを継続し、ごみの削減を推進していきます。 

 
 
＜用語説明＞ 

用語 よみ 説明 

CO2 ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 二酸化炭素 

kg-CO2 ｷﾛ･ｸﾞﾗﾑ･ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 1kg の二酸化炭素を表す単位 

t- CO2 ﾄﾝ･ｼｰ･ｵｰ･ﾂｰ 1t の二酸化炭素を表す単位 

kWh ｷﾛ･ﾜｯﾄ･ｱﾜｰ 1kW の電力を 1 時間使用した時に消費される電気量を

表す単位 

エネルギ

ー消費原

単位 

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｮｳﾋｹﾞﾝﾀﾝｲ エネルギー使用量をエネルギー使用量と密接な関係を

持つ値で除した数値でエネルギー使用の効率を表す 
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